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概 要

IP使⽤例

マルチプロトコル通信コントロールIP
uPD72001ソフトウェア互換 （HDLC-I/F[BOP],文字同期-I/F[COP],調歩同期-I/F）

OKIアイディエスのマルチプロトコル通信コントロールIPは、あらゆるFPGAデバイスに実装可能なIPです。
本IPは、HDLCインタフェース（BOP）、⽂字同期インタフェース（COP）、調歩同期インタフェース（
ASYNC）を、既存の汎⽤デバイスでご使⽤の⽅に最適なIPです。
本IPを使⽤することにより、皆様の製品の寿命を延ばすことが可能になります。

■uPD72001⽤ソフトウェア互換
uPD72001⽤ソフトウェアの変更無しでの置き換えを⽬的に開発。
多くのお客様において、本IP搭載のFPGAに置き換えるだけで動作。

■あらゆるFPGAデバイスに搭載可能
デバイス固有のRAMやPLL等のライブラリは⼀切未使⽤につき、デバイスを選ばず。

■同期設計による完全RTL回路
全ての内部回路は、システムクロック同期により安定して動作。

■1回線版やHDLC版をサポート
uPD72002互換の1回線版や、調歩同期と⽂字同期機能の無いHDLC版もサポート。

■各種CPUインタフェースへ対応
CPUインタフェースとして、外付け回路によりSH-4やPCI等への対応実績あり。
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本IP（MPI-IP）周辺にDMAC,FiFo,タイマなどを追加し、HD64570（EOL)の機能を実現した例

デバイス置き換え実績
■uPD72001(1ch)、およびuPD72002(2ch)からの置換
■HD64570からの置換



※ この資料の記載内容は、予告なく変更する場合があります。
※ 記載されている会社名、製品名は一般に各社の商標または登録商標です。
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概略ブロック図

機 能
■対応プロトコル ︓ 調歩同期、⽂字同期（COP）、HDLC（BOP）
■チャネル数 ︓ 全２重ｘ２チャネル
■送信バッファ ︓ ２段
■受信バッファ ︓ ４段
■データフォーマット ︓ ＮＲＺ、ＮＲＺＩ、ＦＭ、マンチェスタ（受信のみ）
■ＤＭＡＣ ︓ 外付けＤＭＡＣ⽤のＤＭＡ要求信号（ＤＲＥＱ）出⼒機能有り
■ＤＰＬＬ ︓ 内蔵
■ボーレートジェネレータ ︓ 内蔵（送信⽤、受信⽤、独⽴）
■ＨＤＬＣフラグ数設定 ︓ レジスタによりデータ送信前に付加するフラグ個数を設定可能

（送信トラフィック抑制し、相⼿受信側のオーバーラン防⽌）

FPGA使⽤リソース

※合成パラメータ等によりインプリメント結果は変わる場合があります。


